
焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て

高

橋

尭

昭

（
写
真
1
、
2
怠

照

｝

門

l
v

こ
の
度
成
同
し
き
因
縁
に
よ
っ
て
仏
の
背
中
か
ら
火
が
出
、
足
元
か
ら
水
の
流
れ
出
る
像
、
所
謂

「
焔
肩
仏
」
と
か
「
双
神
変
」
と
か
言

焔
病
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
（
高
橋
）

焔肩イム（双や11変像〉
AD3.4世紀（常者説〉

）
 

－
 

（
 

わ
れ
る
仏
像
が
二
体
広
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
加
わ
っ
た
。
私
は
こ
の
珍
し
い
仏
像
を

る
世
界
、

手
が
か
り
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
形
成
さ
れ

ひ
い
て
大
乗
仏
教
の
成
立
す
る

( 83) 

社
会
的
基
盤
を
考
え
て
み
た
い
。

〔注
〕

ハ
1

）

双
神
変
成
は
双
対
科
は

「
仏
本
行
拙
制

緩
巻
五
三
」
「
自
白
F
E白骨
E
」
に

4今

れ
は
縦
七
十
セ
ン
チ
横
六
十
セ
ン
チ
の
大

ま
ず
、
写
真
2
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
こ



前
同
日
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
（
高
術
）

大きな彫刻の一部（双事Jr変像〉
AD3.4世紀（子re名・厳〉

焔日仏(2) 

き
さ
の
彫
刻
の
一
部
で
あ
る
。
レ
リ
ー
フ

の
ま
わ
り
は
ギ
リ
シ
ャ
オ
リ
エ
ン
ト
風
の

ブ
ド
ウ
店
草
模
様
に
か
こ
ま
れ
、
多
く
の

楽
削
が
種
々
の
楽
総
で
仏
を
供
延
し
て
い

る
。
そ
の
中
の
二
段
の
彫
刻
の
下
の
部
分

が
こ
の
写
其
で
あ
る
。
ァ
l
カ
ソ
サ
ス
の

柱
閣
を
あ
し
ら
っ
た
ク
シ
ャ
ン
期
特
有
の

角
柱
に
よ
っ
て
粋
付
け
ら
れ
た
中
に
、
男

女
の
供
益
者
が
仏
を
礼
拝
し
て
い
る
。
そ

( 84) 

の
仏
は
訂
か
ら
大
き
な
火
を
出
し
、
足
元

像か
でら
あは

モT者
－~明、

流
れ
出
て
し、

る
実

珍
し
し、

《

2
V

こ
れ
ら
に
つ
い
て
経
典
に
は
「
合
衛
裁
の
神
変
」
と
あ
り
、
又
玄
奨
は
大
唐
西
成
記
に
「
カ

ニ
シ
カ
王
が
大
雪
山
中
で
悪
竜
を
退
治
す

（

3
V

《

4
V

る
為
両
日
か
ら
焔
を
出
し
た
」
と
－U
山
し
て
い
る
。
叉
法
華
経
の
中
に
も
出
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
と
経
山
内
等
と
の
関
連
、
そ
し
て
成
立
の

時
期
場
所
等
に
興
味
が
も
た
れ
る
。

〔注）（

1
）
 

普
通
は
1
の
写
真
の
如
く
火
は
小
さ
く
水
も
真
直
ぐ
流
れ
て
い
る
の
に
2
は
自
由
奔
放
で
火
も
大
き
く
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ソ
の
カ
ピ
シ
ベ
グ
ラ
ム



出
土
の
も
の
と
比
し
て
非
常
に
異
っ
て
い
て
、
為
に
こ
の
よ
う
な
形
式
伝
統
の
う
す
い
地
方
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
叉
1
、

2
共
ム
ベ
山
石
の
m
H

か
ら
い
っ
て
ス
ワ
ッ
ト
地
方
に
属
す
。

HHN〉
Z
H〉
之

切
〉
の
穴
の
H
N
O
C
Z
O
O
明
，
寸
匡
開
問
リ
円、
〉
PAH

－4の
〉

Z
0
4〈
〉
寸
阿
河
口
4

。∞
c
u
u
z〉
同
玄
〉
の
何

回
Z

H内
C
ω
出
〉
Z

MM何回
NH
0
0

切
可
同
ハ
・
、
叶
〉
Z
〉
切
開

、
吋
同
開
〉
Z
の
H開
Z
J「
O
何
回
開
之
吋

P
A
Cω
H
C玄
〈

O
H
j
H口・

H由∞同

（

2
〉

U
H〈
ペ
〉
〈
〉
ロ
〉
H4〉
出

向－

U
Z〉
玄
玄
〉
同y
p
U〉
｜
〉
吋
吋
ヱ
〉
同
ハ
〉
吋
Z
〉

UC
〈

五
分
律
巻
三
、
四
分
律
巻
五
一

、
綬
本
説
一

切
有
部
箆
奈
耶
殺
事
巻
二
六

（

3
）
大
山
丙
附
明
記
巻
て
迦
恥
試
凶
大
雪
山
頂
泡
池

(3) 

..); 

インドグリーク（パクトリヤ〉

Dcmctrios (BC190-l 71）表

焔
病
仏
を
手
が
か
り
と
し
て

（
高
街
）

（

4
〉
法
市
経
妙
料
厳
主
本
市
門
川
「
身
下
山

水
身
上
出
火
」

4今

〈

l
v

然
ら
ば
こ
の
よ
う
な
「
的
問
」
の
が
例

( 85 ) 

が
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
と
探
し
て
い
る
う

ち
、
た
ま
た
ま
当
時
使
用
さ
れ
た
コ
イ
ン

上
に
こ
れ
を
先
日
泊
し
た
。
従
て
コ
イ
ン
に

、
ン
ト
（
鋳
造
〉
さ
れ
た

「
焔
日
」
の
舵

診
を
ま
ず
考
え
て
み
よ
う
。

（

2
V
 

イ
ン
ド
グ
リ
l
ク
の
王
デ
メ
ト
リ
オ
ス

（
写
真
3
V

の
コ
イ
ン
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
象
の
相
子

を
か
ぶ
っ
た
こ
の
王
の
金
貨
の
裂
は
ギ
リ



焔
別
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
（
高
橋
）

インドグリーク〈パタトリヤ〉

Demetr!os (BC190-171）裂 Herculesや11

（~） 

を
象
徴
す
る
か
の
加
く
騎
上
の
王
の
像
）

シ
ャ
風
の
神
像
と
ギ
リ
シ
十
一
訟
で
ヘ
ラ
ク

レ
ス
と
古
か
れ
て
い
る
。
所
剖
ギ
リ
シ
十

の
コ
イ
ン
の
伝
統
に
立
っ
て
い
る
も
の
と

い
え
る
。

更
に
サ
カ

・
パ
ル
タ
イ
の
コ
イ
ン
は
こ

の
ギ
リ
シ
十
の
形
式
を
う
け
つ
い
だ
。
こ

れ
が
ク
シ
ャ
ン
に
な
る
と
、
初
代
の
ク
ジ

ュ
ラ

・
カ
ド
フ
ィ
l
セ
ス
は
未
だ
ギ
リ
シ

十
の
影
押
下
に
あ
っ
た
が
、
ソ
l
タ
l

・

〈

3
）

メ
ガ

l
ス
に
な
る
と
変
化
が
出
て
来
た
。

( 86 ) 

出以II
てち
米 ：iミ
た。の
。五 iiJi
（との
コ上
イに
ン ｝.＇.~
の々
裂と
は 「
騎 光
馬在
民」
族が

続
い
て
ヴ

ィ
1
7
・
カ
ド
フ

ィ
i
セ
ス
に
な
る
と
、
王
の
頭
の
ま
わ
り
の
光
を
は
な
く
な
る
か
わ
り
に
、
王
の
肩
に
数
本
の
炎
が
出
て

の
文
字
を
も
っ
神
が
聖
牛
と
共

来
る
よ
う
に
な
る
。
〈
コ
イ
ン
に
よ
っ
て
は
右
と
左
と
場
所
を
具
に
し
て
は
い
る
が
〉
・
誕
面
は

o
g
v
o

〈4
）
〈
写
真
5
）

に
彫
ら
れ
て
い
る
。
然
し
て
特
唱
す
べ
き
は
こ
の
神
の
顕
上
か
ら
炎
が
も
え
上
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

《

5
V

に
統
一
さ
れ
て
い
る
〉

〈グ
ィ
i
マ
の
コ
イ
ン
は
こ
の
図
柄



kushan 1:i)J 
Soter megas (AD55-105) 

(4) 

や
が
て
カ

ニ
シ
カ
時
代
に
な
る
と
、
王
の
姿
は
立
像
に
代
る
が

〈

6
〉

や
は
り
肩
に
火
を
も
っ
。
哀
の
神
々
は
炎
の
代
り
に
光
背
（
円
光
）

を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
ハ
写
真
6
）
（
但
し
例
外
と
し
て
仏
陀
の
み

副
光
と
身
光
を
合
せ
た
大
き
な
光
抑
け
と
な
る
〉

、
こ
の
形
式
は
次

の
H
り

5
Z
F
E
以
後
の
ク
シ
ャ
ン
コ
イ
ン
の
基
本
形
式
と
な
る
。

特
に
立
像
の
．
上
の
右
手
は
「
〉』件。円
」
〈
型
火
倒
〉
に
か
ざ
さ
れ
、

こ
の
火
の
供
出
伐
の
姿
も
定
型
と
な
っ
て
、
後
述
の
「
火
」
と
の
関

辿
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
思
わ
れ
る
。

的
問
川
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
（
高
橋
）

Vima kadphises (AD105ー130)

〈友）王の1~像（袈） Oesho=Siva頭から炎

( 87 ) 

Kusban i;vJ (5) 



焔

m仏
を
手
が
か
り
と
し
て
令
腿
也

更
に
フ
グ
ィ
ジ
カ
の
時
代
と
な
る
と
こ
の
傾
向
は
一
陪
顕
著
に
な

(J)l) ！、fanaiaーーパピロソの自然女神、頭上に三ヶ月

り

（
写
真
7
〉
の
如
く
王
の
体
全
体
か
ら
炎
が
も
え
上
り
、

且
マコ

又
裂
の
神
像
の
悶
は
言
う
に
及
ば
ず
腕
胸
等
上
半
身
か
ら
炎
々
と
燃

え
上
っ
て
い
る
の
も
出
る
状
況
で
あ
る
。

然
も
興
味
が
も
て
る
の
は
カ

ニ
シ
カ
時
代
に
裏
面
の
神
像
の
顕
だ

け
に
あ
っ
た
光
背
が
王
の
頭
の
上
に
も
つ
く
よ
う
に
な
る
。

（
写
真

8
〉
即
ち
神
と
王
と
に
同
じ
光
背
が
つ
く
と
い
う
こ
と
は
王
が
単
な

（

7
〉

王
の
神
格
化
が
進
ん
で
行
く
こ
と
を
示
す
。

る
王
に
止
ら
ず
、

更
に
王
が
円
い
光
背
を
持
つ
に
あ
き
た
ら
ず
、
袈
の
神
像
共
々
光

( 88 ) 

掛
け
の
外
側
に
ソ
l
タ

1
メ
ガ

l
ス
の
よ
う
な
「
光
世
」
が
作
ら
れ
、

神
と
王
の
地
位
と
威
力
の
強
大
化
同
一
化
が
進
ん
で
行
く
の
が
見
ら

れ
る
。

Kanishka 

か
く
ソ
l
タ

l
・
メ
ガ

l
ス
に
は
じ
ま
っ
た
「
光
芭
」
は
グ
ィ
l

マ
の
「
炎
」
と
結
び
つ
い
て
ク
シ
ャ
ン
の
王
の
力
が
神
と
の
同
一
性

を
示
す
に
ま
で
日
め
ら
れ
て
行
く
。

(6) 

〔註〕（

1
）
 

経
典
に
焔
別
の
名
の
出
て
い
る
の
は
「
現
在
賢
効
千
仏
名
経
」
「
十



焔
扇
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
（
高
橋
〉

主も事11も全身に炎

方
千
五
百
仏
名
経
」

（2
）

0
2
M
m
H江口
帥
回・。－
H
U
G

－
口
「

（
3
）

ωO円四
『
ヨ
四
阿
倍
凹
（
偉
大
な
救
済
者
）
と
だ
け
あ
っ
て
、
ど
う
し
た

わ
け
か
名
前
が
出
な
い
。
貝
三
ニ
白
烈
包
℃

y
z
g
と

〈
HB
担
問

T

己目

uvug
と
の
聞
に
同
三
一
宮

の
子
〈
曲
目
E
凹
E
だ
と
も
又

穴
Eγ

一
目
白
の
副
主
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
非
常
に
沢
山
の
コ
イ
γ
を

各
地
で
作
っ
て
い
る
（
富
山
nyg一戸

g

－R窓
口
市
♂
〉
ロ
ロ
一
時
三
曲
ロ
品

ロ印刷師一

g
－
巧
O
門医

よ
り
）

（4
）

0
0
各
O

は
西
方
の
神
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
ド
人
は
こ
れ
を
シ
パ
神

と
し
て
信
じ
て
い
た
。
そ
ば
に
シ
パ
の
乗
り
も
の
の
牛
ナ
ン
デ
が

つ
い
て
い
る
。

切．

2
．
g
C
H内出何回
N

一
百
問
問
z
m
y白
ロ
目
。
。
吉
田・：・

。
－
同州
．
ω国
〉
同
州
忍
〉
同
内
ロ
田
宮
白
ロ
凹
件
E
E
O
師

〈

5
）
ヴ
ィ

1
マ
・
カ
ド
フ
ィ
l
セ
ス
主
の
時
代
の
コ
イ
ン
は
火
と
0
2
1

ぎ

で
統
一
さ
れ
て
い
る
彼
の
信
仰
と
対
イ
ソ
ド
民
衆
へ
の
政
治
安

勢
が
捻
註
さ
れ
る
。
前
掲
ム
ツ
ケ
ル
ジ
l
氏
よ
り

〈

6
）

次
訴
で
と
り
あ
げ
る
が
ヴ
ィ

1
7
と
逸
っ
て
非
常
に
多
く
の
神
A

の
像
が
出
る
寸
宮
内
守
口
白
日t
n
〉
司門口町

5
0
穴
己
診
白
ロ
『可

H
E
m
g『芯
5
参
照
本
文
図
録

（
7
〉
ヨ
白
Y
U
吋凶
』曲目
uB
『曲活
巴
H
帥
（】
白
）
帥
可
白
色
申
〈
右
E
可
曲
師
苫
大
豆
、

諸
王
の
王
、
天
子
の
：：：

。
猶
こ
れ
ら
の
コ
イ
ン
は

H
N
g
S
2
0
E
の
り
吉
田
印E
n
同『門口町

田内5
l

Z
ロ
を
復
写
し
た
。

( 89〕

(AD158-198 （袈） Pharro Huvishka (7) 

4砂



焔
日
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
ハ
高
橋
）

玉の光？？の両側に光と

こ
こ
で
私
が
問
題
に
し
た
い
の
は
こ
の
光
芭
や
炎
が
イ
ン
ド
グ
リ

円

1
）

l
ク
や
サ
カ

・
パ
ル
タ
イ
の
コ
イ
ン
に
は
な
く
、
ク
シ
ャ
ン
期
か
ら

爆
発
的
に
起
っ
て
来
た
こ
と
だ
。
即
ち
前
述
の
如
く
サ
ヵ

・
パ
ル
タ

イ
は
イ
ン
ド
グ
リ
l
ク
の
伝
統
に
従
っ
て
表
は
ギ
リ
シ
ャ
式
肖
像
そ

し
て
袈
は
ギ
リ
シ
ャ
西
ア
ジ
ヤ
及
び
ベ
ル
シ
ャ
の
神
々
が
彫
ら
れ
て

い
る
。

真理と光のや11

ク
シ
ャ
ン
に
な
っ
て
初
代
の
ク
ジ
ュ
ラ
カ
ド
フ
ィ

l
セ
ス
や
ソ

l

タ
l
メ
ガ

1
ス
の
時
代
で
は
未
だ
未
だ
ギ
リ
シ
十
の
影
響
を
捨
て
切

会
’u
）

れ
な
い
が
、
序
々
に
そ
の
独
自
性
を
表
わ
し
て
来
た
。
そ
し
て
グ
ィ

（

3
V
 

1
7
・
カ
ド
フ
ィ

i
セ
ス
を
経
て
カ

ニ
シ
カ
に
至
っ
て
そ
の
特
性
を

( 90 ) 

（袈） Ashavahista 

顕
著
に
す
る
。
そ
れ
が

「
光
」
で
あ
り
「
炎
」
で
あ
る
。

然
ら
ば
こ
れ
が
ど
こ
の
影
押
か
を
考
え
る
の
に
、
突
に

ユ
ニ
ー
ク

な
例
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
燃
灯
仏
で
あ
る
。
燃
灯
仏
の
代
表
的
な

Huvishka 

も
の
は
現
在
パ
キ
ス
タ
ン
の
ラ
ホ

l
ル
博
物
館
に
復
元
さ
れ
て
い

る
マ
ル
〆
ソ
郊
外
シ
タ
リ
出
土
の
ス
ト
ゥ

l
パ
側

F

聞
の
レ
リ
ー
フ
で

《

4
）

あ
る
。
こ
の
燃
灯
仏
に
は
炎
は
な
い
。
然
し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首

(8) 

都
カ
l
ブ
ル
北
東
方
、
か
つ
て
の
ク
シ
ャ
ン
の
都
カ
ピ
シ

・
ベ
グ
ラ



《

sv

ム
周
辺
か
ら
出
土
し
た
燃
灯
仏
は
約
十
一
例
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
皆
炎
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
じ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

γ
な
が
ら
、
ガ

γ

ダ
i
ラ
と
同
じ
文
化
固
に
属
し
た
と
恩
わ
れ
る
ナ
ガ
ラ
ハ
ラ
（
現
ジ
a
ラ
ラ
パ

l
ド
〉
や
そ
の
近
郊
ハ
ツ
ダ
出
土
の
も
の
に
は
こ
の
炎
は

見
え
な
い
。

ギ
リ
シ
ャ
系
の
コ
イ

γ
の
像
に
も
炎
は
見
い
出
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
ベ
ル
シ
ャ
の
影
響
が
ま
ず
考
え
ら
れ
ね
ば

な
る
ま
い
。
特
に
ク
シ
ャ
ン
の
文
化
の
本
拠
は
「
パ
ク
ト
リ
ヤ
」
で
あ
っ
た
為
、
こ
こ
で
ギ
リ
シ
ャ
や
ベ
ル
シ
ャ
の
文
化
が
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
て
、
パ
ク
ト
リ
ヤ
様
式
が
発
達
し
て
行
っ
た
。
だ
か
ら
そ
こ
に
根
拠
を
求
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
殊
に
ク
シ
ヤ

γ
の
コ
イ

γ
は
各
地
で
ミ

《

6
v

ン
ト
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
モ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
も
「
パ
ク
ト
リ
ヤ
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
パ
ク
ト
リ
ヤ
の
文
化
が
ク
シ
ヤ

γ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

《

7
v

こ
れ
を
証
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
パ
ク
ト
リ
ヤ
の
領
内
、
主
都
パ
ル
フ
に
程
近
い
所
に
ス
ル
フ
コ
タ
ル
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
の
神
殿
が
最
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近
発
掘
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
ク
シ
ャ
ン
民
族
の
風
俗
習
慣
の
基
礎
、
信
仰
上
か
ら
は
聖
地
的
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
多

数
の
資
料
が
発
掘
さ
れ
た
。
従
っ
て
こ
の
ス
ル
フ
コ
タ
ル
に
程
近
い
カ
ピ
シ
で
「
焔
肩
」
の
仏
が
多
数
発
見
さ
れ
、
叉
パ
ク
ト
リ
ヤ
を
手

本
と
し
て
各
地
で
鋳
造
さ
れ
た
コ
イ
ン
に
こ
の
「
焔
肩
」
が
見
ら
れ
る
の
は
注
目
す
べ
き
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔註〕ハ1
〉
ミ
ッ
チ
ェ
ル
ミ
ッ
チ
ナ
l
前
掲
宮
参
照

ハ2
）
ロ
l
ゼ

γ
フ
ィ
ー
ル
ド
前
掲
書
参
照

〈3
V

カ
ユ
シ
カ
は
紀
元
七
八
年
説
、
二
－
八
年
説
、
一
四
四
年
説
と
が
あ
る
。

〈4
〉
仏
教
芸
術
一
一
七
号
モ
タ
メ
デ
ィ
遺
子
ア
フ
ガ
エ
ス
タ
γ
出
土
の
燃
灯
仏
本
生
認
の
諸
遺
例

ハ5
〉
燃
灯
仏
で
も
ガ
ン
ダ
l
ラ
出
土
の
も
の
は
少
な
い
な
が
ら
あ
る
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
小
さ
く
且
つ
全
体
の
レ
リ
ー
フ
の
一
部
分
の
像
に
す
ぎ
な

焔
扇
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
〈
高
橋
〉



焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
（
高
橋
》

〈
、
ヵ
ピ
シ
周
辺
の
よ
う
な
単
独
像
、
所
調
主
題
像
と
異
る
o
l
l
－
仏
芸
モ
タ
モ
デ
ィ
民

（6
〉
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z
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g
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官
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E
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M
m
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B
w
g
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ハ
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〉
ロ
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ωの
V
E
g－o品－
M
1

吋

Zw
開

M84ω
仲
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O
ロ
俗
骨
印
ロ
司
w
v
w
o
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mロ
a
p
o
司
『

o
z
o
g
m
え
国
o
z
o
E
ω
S
Z
回
g
q目印刷宮内回同ロ
a
z
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然
ら
ば
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
「
光
」
と
「
炎
」
で
何
を
表
わ
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ア
ケ
メ
ネ
ス
歴
代
の
王
墓
ナ
ク
シ
ュ
・
イ
・
ル
ス
タ
ム
の
彫
刻
〈
前
五
世
紀
〉
の
最
上
段
に
太
陽
の
「
光
芭
」
を
思
わ
せ
る
ひ
ろ
げ
た

《

1
v

羽
根
の
上
に
神
が
い
て
「
円
環
」
リ
ン
グ
を
玉
に
与
え
て
い
る
図
や
、
パ
ザ
ル
ガ
ダ
エ
の
キ
a

ロ
ス
大
王
就
任
式
、
叉
ダ
リ
ュ

1
ス
大
王

《

2
v

’Y
グ

の
戦
勝
記
念
碑
、
ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
後
方
の
丘
に
彫
ら
れ
た
ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
ス
二
世
の
基
等
々
リ
ポ

γ
の
つ
い
た
円
環
を
神
が
与
え
て
い

る
例
は
枚
挙
に
遺
ま
な
い
。
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円

3
v

時
代
が
下
っ
て
サ
ザ

γ
ベ
ル
シ
ャ
隆
盛
期
の
ア
ル
ダ
シ
ュ

l
ル
一
世
〈
後
三
世
紀
）
の
王
権
神
授
図
や
シ
ャ
ー
プ
ル
一
世
の
ロ

l
マ
戦

争
記
念
碑
に
な
る
と
、
王
の
頭
に
球
状
の
宝
冠
を
か
ぶ
る
よ
う
に
な
る
。

更
に
ア
ル
ダ
シ
ュ
！
ル
二
世
〈
後
四
世
紀
〉
の
叙
任
式
で
は
右
手
の
ア
フ
ラ
マ
ツ
ダ
神
も
叉
神
か
ら
リ

γ
グ
を
渡
さ
れ
る
王
も
共
に
球

状
の
宝
冠
を
か
ぶ
り
、
左
手
の
ミ
ト
ラ
神
は
そ
の
頭
に
太
陽
の
光
芭
を
思
わ
せ
る
光
学
も
っ
て
い
る

og右
手
の
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
神

の
球
状
の
宝
冠
と
ミ
ト
ラ
神
の
太
陽
の
光
芭
は
共
に
同
じ
も
の
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
球
状
の
宝
冠
こ
そ
太
陽
の

光
、
否
太
陽
の
光
で
表
わ
さ
れ
る
神
そ
の
も
の
の
威
力
地
位
と
考
え
ら
れ
る
に
至
る
。
か
く
し
て
神
と
叉
神
か
ら
リ
ン
グ
を
与
え
ら
れ
た

主
は
神
と
同
じ
地
位
と
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

こ
の
太
陽
と
対
象
的
な
の
が
「
火
」
で
あ
る
。
ダ
リ
ュ

l
ス
大
王
の
墓
で
中
央
が
リ
ン
グ
を
も
っ
有
翼
の
神
、
左
が
大
王
自
身
、
そ
し



《

6
v

て
右
手
に
炎
々
と
燃
え
る
拝
火
極
。
王
は
こ
の
聖
な
る
火
を
た
い
て
神
か
ら
王
た
る
資
格
の
リ
ン
グ
を
も
ら
う
彫
刻
が
あ
る
。
こ
の
拝
火

檀
の
火
は
天
上
の
無
量
光
の
地
上
的
表
現
で
あ
る
。
唯
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
「
光
」
や
「
炎
」
が
問
題
で
は
な
く
、

《

7
》

現
さ
れ
る
「
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
」
が
問
題
で
あ
る
。
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
と
は
神
を
神
た
ら
し
め
る
そ
の
本
質
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
考
方
法

「
光
」
で
表

は
大
乗
仏
教
の
仏
の
考
え
方
と
の
対
比
に
於
て
特
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
「
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
」
を
自
分
の
も
の
と
す
る
為
に
火

を
た
い
て
祈
る
。
然
も
王
は
自
分
の
為
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
民
の
生
活
を
豊
か
な
ら
し
め
る
義
務
が
あ
る
。
特
に
乾
燥
地
帯
で
は
オ
ワ

円

8
v

シ
ス
は
も
と
よ
り
遊
牧
の
人
達
に
と
っ
て
降
雨
が
如
何
に
渇
望
さ
れ
る
か
は
想
像
に
難
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ベ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
宮
股
内
に
彫
ら
れ
た
「
帝
王
と
怪
獣
の
斗
争
図
」
は
新
年
の
大
祭
に
於
け
る
帝
王
の
役
割
り
の
一
つ
で
、

《

9
v

大
地
の
豊
穣
、
即
ち
農
牧
民
の
保
護
安
寧
を
祈
願
し
た
行
事
の
一
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
イ
ラ
ン
に
止
ら
ず
、
も
と
も
と
は
古
代
メ
ソ

【

ω》

ポ
タ
ミ
ヤ
の
伝
統
で
も
あ
っ
た
。
あ
の
円
筒
印
章
に
彫
ら
れ
た
「
帝
王
と
怪
獣
の
斗
争
」
が
こ
れ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
帝
王
と
は
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神
の
一
表
現
た
る
太
陽
の
光
を
、
そ
の
地
上
的
シ
ン
ボ
ル
た
る
拝
火
檀
の
火
に
よ
っ
て
体
得
し
、
国
民
の
生
命
の
綱
た
る
水
を
支
配
す
る

力
と
義
務
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
力
を
失
っ
た
も
の
は
退
位
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
サ
サ

γ
の
王
切
町
宮
（
〉
U
8吋
lhse
の
伝
説
が
あ
る
。

「
ベ
ロ
l
ズ
の
時
代
に
雨
が
降
ら
な
く
な
っ
た
。
彼
は
有
名
な
〉
U
C同
l
u
n
〈
〉
何
回
〉
の
火
の
寺
に
行
き
祈
っ
た
。
：
：
：
火
の
祭
檀
に

登
り
：
：
：
『
神
よ
あ
な
た
の
御
名
が
祝
福
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
雨
の
降
ら
な
い
の
が
、
私
の
犯
し
た
罪
の
為
で
し
た
ら
私
に
身
を
引
か
せ

て
下
さ
い
。
も
し
私
の
罪
で
な
く
人
の
罪
で
し
た
ら
私
に
雨
を
与
え
て
下
さ
い
』
と
祈
っ
た
。
そ
し
て
ベ
ロ
l
ズ
が
願
い
の
村
に
着
い
た

《

U
》

時
、
雲
が
さ
け
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
多
く
の
雨
が
降
っ
た
。
」
と
。

か
く
ベ
ル
シ
ャ
の
王
は
ア
フ
ラ
マ
ツ
ダ
の
無
量
光
「
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
」
を
自
己
の
中
に
も
ち
、
神
と
同
じ
力
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ

焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
ハ
高
橋
〉



焔
周
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
ハ
高
橋
〉

て
来
た
。
従
っ
て
王
が
生
れ
る
時
、
火
や
雷
光
が
母
体
に
入
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
即
ち
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
が
生
れ
る
時
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
が
入

《

U
V

《

mv

胎
し
、
ミ
ト
ラ
デ
ス
エ
ウ
バ
タ
l

ハ
ポ
ン
テ
ィ
ア
γ
ク
王
国
前
一
二
五

l
六
O
〉
の
生
れ
る
時
は
コ
メ
ッ
ト
が
七
十
日
間
続
き
、
彼
の
誕

生
を
示
し
、
雷
光
が
ゆ
り
か
ご
に
落
ち
、
彼
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
額
に
跡
を
残
し
た
。
或
は
サ
サ

γ
朝
の
ア
ル
ダ
シ
l
ル
一
世
の
誕
生

円

M
V

の
時
も
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
の
三
つ
の
光
が
こ
れ
を
予
一
一
一
周
し
た
と
。
こ
の
よ
う
に
ベ
ル
シ
ャ
の
古
代
世
界
に
は
放
世
者
や
主
が
生
れ
る
時
必
ず

不
思
議
な
現
象
が
起
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
が
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
の
考
え
方
だ
。
こ
の
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
光
の
リ

γ
グ

や
球
状
の
宝
冠
が
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
あ
る
も
の
は
神
で
あ
り
神
と
同
じ
威
力
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

然
し
ク
シ
ャ
ン
で
は
も
っ
と
単
純
に
炎
と
光
背
で
こ
れ
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
。
王
は
こ
の
光
や
炎
に
象
徴
さ
れ
る
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
に

よ
っ
て
人
民
の
渇
を
医
や
し
、

牧
草
を
豊
か
に
す
る
雨
を
も
た
ら
す
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
た
。

ク
シ
ャ
ン
の
コ
イ
γ
に
随
所
に
出
て
来
る

巳

zv
や

g
g
o
は
イ
ン
ド
グ
リ
l
ク
の
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
ヘ
レ
ユ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
神
、

《
路
》

に
イ
ン
ド
の
神
イ
ン
ド
ラ
〈
雷
の
神
〉
の
そ
れ
と
も
考
え
ら
れ
三
叉
の
矛
が
ク
シ
ャ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
程
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
ク
ラ
ブ
で
あ
る
が
同
時
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言
う
ま
で
も
な
く
災
を
去
り
民
を
幸
福
に
す
る
雨
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
だ
。

前
述
の
カ
ニ
シ
カ
一
世
が
暴
竜
を
退
治
し
た
の
は
ベ
ル
シ
ャ
の
正
月
の
行
事
「
ド
ラ
ゴ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
」
に
の
っ
と
っ
て
農
牧
民
に
雨

av 

水
を
恵
む
義
務
を
果
し
た
ベ
ル
シ
ャ
的
王
権
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
仏
陀
の
足
か
ら
水
の
流
れ
出
て
る
こ
と
は
洪
水
を
調
整
し

恵
み
の
雨
を
降
ら
せ
る
と
い
う
王
の
理
想
が
仏
陀
と
同
一
化
、
即
ち
王
の
理
想
を
仏
に
見
く
ら
ベ
ダ
プ
ラ
せ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
来
る
と
仏
は
今
ま
で
の
生
身
の
仏
で
は
な
く
、
超
人
化
超
能
力
化
の
方
向
に
進
ん
で
行
く
こ
と
が
分
る
。
従
っ
て
こ
の
焔
肩
の

仏
は
叉
仏
陀
観
の
変
遷
を
も
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
原
始
小
乗
の
仏
身
観
か
ら
、
生
身
の
仏
陀
を
仏
陀
た
ら
し
め
る
久
遠
の
生
命
、

救
済
者
と
し
て
の
超
越
化
の
方
向
に
進
ん
で
行
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
ベ
ル
シ
ャ
の
神
を
神
た
ら
し
め
る
フ
フ
ァ
ル
ナ
フ
と
い
う
考



え
と
対
応
し
、

い
よ
い
よ
大
乗
仏
教
の
思
想
形
成
に
向
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
つ
の
象
徴
が
炎
と
水
で
あ
っ
た
と
思
う
。

あ
の
モ
タ
メ
デ
ィ
遁
子
氏
の
研
究
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
仏
像
が
カ
ピ
シ
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

グ
シ
ャ
ン
の
文
化
的
根
源
が

あ
く
ま
で
パ
ク
ト
リ
ヤ
で
あ
っ
た
し
叉
そ
の
パ
ク
ト
リ
ヤ
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
の
神
殿
ス
ル
フ
コ
タ
ル
が
位
置
し
カ
ピ
シ
と
は
指
呼
の
聞
で

あ
っ
た
こ
と
な
で
か
ら
、
こ
の
ベ
ル
シ
ャ
的
思
考
が
伝
わ
っ
た
為
で
あ
ろ
う
。
よ
し
ん
ば
一
歩
退
い
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ゾ
ロ
ア
ス
タ

ー
教
で
な
く
と
も
、
ベ
ル
シ
ャ
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
「
光
と
火
と
水
」
の
民
間
信
仰
が
こ
れ
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の

と
信
ず
る
。
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ョ

γ

〈U
〉
田
辺
英
文
論
文
七
五
頁
及
び
の
・
当

E
g唱
。
P
F
ω
思
想

E
o
g吉
宮
内
田

0
2
2ロ
g
p吉
0・
国

OBBω
倒
。
”
の
め
O『
窓
口
ロ
ヨ
官
ロ

岡
山
田
由
。
・

（
ロ
〉
田
辺
氏
英
文
論
文
七
四
頁
及
び
の
・

4
2
a
g
m
g
g
の
前
掲
曾

ハ
悶
）
田
辺
氏
同
論
文
七
四
頁
及
び
当

E
g句
窓
口
同
番

焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
（
高
橋
〉
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焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
へ
高
橋
〉

〈

M〉

田
辺
氏
同
論
文
「
サ
サ
シ
の
頭
か
ら
太
陽
が
蹄
き
世
界
全
体
を
照
し
た
。
そ
し
て
白
い
飾
り
た
て
た
象
に
サ
ザ
γ
が
乗
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ

た
。
住
民
は
総
立
ち
し
て
サ
サ
γ
を
ほ
め
た
た
え
た
。
そ
し
て
三
つ
の
光
が
サ
サ
γ
の
館
で
も
え
る
の
が
見
え
た
。

即
ち
司
削

wggm
ハ
偉
人
達
の
信
仰
と
知
態
の
光
〉
の
5
ロ
勧
告
（
兵
士
と
軍
隊
の
光
）
回
ロ
R
E
S
F『
（
農
民
と
働
く
も
の
の
光
〉
が
ク
シ
ヤ
γ
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
。

ヨ
イ
シ
に
出
て
い
る
す
話
相
双

U
の
伝
説
内
容
参
照

一
番
上
の
ホ
コ
が
や
が
て
下
の
シ
γ
ポ
ル
に

（路）
ハ
mv

＠ 

更
に
こ
の
「
炎
」
の
ベ
ル
シ
ャ
的
思
考
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
コ
イ
ン
に
ミ
ン
卜
さ
れ
た
神
々
を
考
え
よ
う
。

《

l
v

フ
ゲ
ィ
ジ
カ
時
代
に
流
布
し
た
コ
イ

γ
の
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
当
時
四
十
種
に
近
い
ヨ
イ

γ
が
ヒ

γ
ド
ヲ
l
ク

別
表
の
カ
ニ
シ
ヵ
、

シ
ュ
の
北
か
ら
ガ
ン
ダ
l
ラ
・
マ
ト
ク
l
ラ
辺
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
正
面
は
玉
の
肖
像
、
そ
し
て
裏
面
は
も
ろ
も
ろ
の
神
々
が
彫
ら

《

2
v

れ
恰
も
ク
シ
ャ
ン
の
パ
ン
テ
ィ
オ
ン
を
呈
す
る
。

( 96 ) 

然
し
て
こ
こ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
法
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
付
の
ギ
リ
シ
ャ
及
び
西
ア
ジ
ア
と
口
の
ベ
ル
シ
ャ
の
神
々
が
圧
倒
的
に

多
く
、
白
の
イ

γ
ド
の
も
の
は
宮
各
o
を
除
い
て
極
め
て
少
な
い
。

更
に
同
一
の
神
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
コ
イ
ン
の
種
類
の
多
い
も
の
に

O
印
を
つ
け
て
み
た
。
。
即
ち
富
男
O
ハ
太
陽
〉

E同

《

3
v

同
O
〈
火
〉
冨
K
F
O
（月〉

Z
〉
Z
〉
（
水
〉
が
一
番
多
い
。
特
に

Z
〉
Z
〉
は
ロ

gmEu
ロ
ggMHO－
ωF88ω
等
々
種
類
も
数
も
き
わ

だ
っ
て
多
く
、
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
た
神
で
あ
る
。

5
5
は
西
ア
ジ
ヤ
で
信
仰
さ
れ
た
地
母
神
大
地
の
神
豊
穣
の
神
と
し
て
何
千
年
と

な
く
信
仰
さ
れ
て
来
た
神
だ
が
、
そ
の
神
が
沙
漠
に
適
時
な
雨
を
降
ら
せ
て
牧
草
を
育
て
洪
水
を
守
る
神
と
し
て
ベ
ル
シ
ャ
で
一
番
親
し

ま
れ
た
〉
ロ
ω
E
S
と
合
し
て
イ
ラ
ン
信
仰
の
主
神
と
な
っ
た
。



結
びこ
っう
いし
て て
、見

前て
述来
のる
ベと
Jレこ
シの
ャ表
的で
思は
考太
を陽
恩の
わ「
せ光
る？」
0乙と

「

火
Lー

と
-, 
水
Lー

と
し、

う
特
徴
泊1

読
み
と
れ

前
項
の
焔
肩
の
問
題
と
密
接

然
も
カ
ユ
シ
カ
フ
ゲ
ィ
シ
カ
の
ヨ
イ
ン
が
か
く
ギ
リ
シ
ャ
、
西
ア
ジ
ヤ
そ
し
て
ベ
ル
シ
ャ
、
イ
ン
ド
と
当
時
の
全
世
界
の
神
々
を
網
羅

に
大
乗
仏
教
が
成
立
し
て
行
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
た
コ
イ
ン
体
系
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
は
ク
シ
ャ
ン
の
世
界
が
実
に
普
遍
的
な
世
界
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
こ
の
精
神
的
基
盤
の
上

【
註
】ハ

1
）

ク
シ
ヤ
γ
の
パ

γ
テ
ィ
オ
シ
ハ
コ
イ
γ
に
富
山
口
仲
さ
れ
た
神
々
〉

1
、
ギ
り
シ
ャ
・
西
ア
ジ
ヤ
系

何一司国〉
Hω
吋
O
印
ハ
出

e〉
H
O吋
O
O
V
〉
S
g
F。
と
合
し
て
火
の
神

同一同〉同

F
O
（
国
間
〉
同
区
・
0
）
ヘ
ラ
グ
レ
ス
す
べ
て
の
も
の
の
神
又
死
の
神
、
太
陽
神

0
2〉
Z
〉
〈
Z
〉
Z
〉
〉
イ
ナ
γ
ナ
・
イ
シ
ュ
タ
l
ル
・
大
地
母
神
、
西
ア
ジ
ヤ
か
ら
東
に
一
番
信
仰
さ
れ
た
神
。

グ
シ
ヤ
γ
の
コ
イ
γ
の
主
神
、
水
の
神

g釧
E
S
と
結
ぶ

Z
〉
Z
〉
同
〉
ハ
z
h
F
Z〉同
h

c

d

ω
国
〉
O
Z〉
z

q
〉
O
Z〉
Z

V

V

Z
〉
z
h
r
の
変
形

Z
〉
Z
〉
ω出
〉
O
ハZ
〉
Z
〉
M
V
〉
O
〉｝

ω何回・‘開
Z
開
ハ
の
〉
KF国
Z
出
）
冨
〉
O

ハ
月
の
神
〉
の
仲
間

印
〉
同
KF同M
O
（
の
〉
司
〉
同
O
）
プ
ト
レ
ミ
l
エ
ジ
プ
ト
、
ア
レ
キ
キ
シ
ド
リ
ヤ
の
神
。
下
界
の
神

宮
ω
国
Z
0
・
E
o
z
q
z
g
ロ
l
マ
タ
イ
プ
の
神

回開
FHOω

ハ国
KFH00〉
太
陽
神
自
民
g

と
合
す
、
イ
γ
ド
で
は
ク
ベ
ラ
に
比
定

2
、
イ
ラ
γ
系

〉
同
ロ
O
M
m国
O
ハ〉】
vhvOM司
O
）
ア
ベ
ス
タ
の
神
・
ア
フ
ラ
マ
ズ
ダ
の
娘
。
イ
γ
ド
グ
り
1
タ
ヤ
ザ
カ
で
コ
イ

γ
に
出
る
。
宮
と
充
足
の
神
o
〉回側一

zs
－
フ
タ
シ
ュ
・
ξ

！
と
連
る
。

焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
ハ
高
橋
〉

ヵ
I Oニ

シ
カ

フ
グ
イ

ジ

カ

00100  01 

01 
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焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
〈
高
橋
〉

〉
印
国
〉
巴
Mnω
国
O

ハkpMM－〉巴
M
司
O
V
ヤ
シ
ュ
ト
で
真
理
、
年
背
神
、
正
義
の
化
身

kr寸
国
ω
出
O

ハkF＠司
O
）
ア
フ
ラ
マ
ズ
ド
の
子
、
火
の
化
身

F
同
O
O〉
ω
同V
O
（〉司
O
O〉
の
問
。
）
家
蓄
の
健
康
の
神

冨
K
F
Z〉
O
回
〉
の
O

ハ
冨
〉
Z
〉
O
回
KF『
O
）
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
の
月
の
神
宮
〉
O
と
結
合
、
普
心
の
神

。
冨
k
r
O
〈
冨
〉
O
〉
西
ア
ジ
ヤ
か
ら
イ
ラ

y
に
か
け
て
の
月
の
神
、
ア
ベ
ス
タ
の
冨
〉
国

冨
〉
O
l宮
口
問
。
ハ
宮
〉
o
gロ司
O
〉
月
の
神
と
太
陽
の
神
の
合
体

。
宮
口
問
。
（
宮
口
同
M
O〉
太
陽
神
〈
非
常
に
信
仰
さ
れ
た
〉
ミ
ス
ラ

冨
KFNロ
O
O
K
F
Z
O
（冨
O
N
K
V
O
O〉
Z
O〉
双
頭
の
馬
を
つ
れ
た
ア
フ
ラ
マ
ズ
ト

0
0
周
忌
O
N
U
O
〈O
Z
O
N
bコ
ア
フ
ラ
マ
ズ
ド
、
光
の
リ
シ
グ
を
さ
し
出
す

O
同
F
〉
の
Z
O
（OMM－P
〉
円
Z
O〉
ヤ
ジ
晶
ト
に
表
れ
た
勝
利
の
人
掛
化

0
2向
〉
同
問
。
〈
岡
田
〈
〉
何
回
Z
O〉
ハ
＠
〉
剛
MMMO）
サ
カ
の
〉
N
開
ω
同
や
〉
N
F同印刷
ω
の
ヨ
イ
シ
に
表
れ
た
火
皿
を
も

つ
火
の
神
と
共
に
ア

I
P
ヤ
γ
特
有
の
雨
の
司
ク
ベ
ラ
に
比
定

o
p
U
O
ハO
〉
hvov
イ
ラ

γ
の

風

神

や

が

て

仏

像

の

脇

に

：

：

：

銅

賞

の

み

O
〉
Z
H
Z
U
（O
〉
Z
H
h
v
O〉
グ
レ
コ
パ
ク
ト
り
ヤ
、
イ

γ
ド
グ
リ
l
夕
、
サ
カ
の
コ
イ

γ
に
出
る
勝
利
の
神

〈
開
問
円
吋
国
間
〉
白
出
Z
〉
と
連
な
る
。
勝
利
の
神

。
〉
M
G出
O

〈O
〉
M
M
M
O〉
オ
ク
サ
ス
河
の
神
、
水
の
神

3
、
イ
ン
ド
系

回
o
u
u
o
a
o
b
b
g
仏
陀

、ωkr同
〉
冨
〉
Z
U
回吋
m
U
O
（
の
〉
同
〉
冨
〉
Z
O
回
o
h
v
b
O）

4
w〉
の
O
回
Oω
ロ
ハ
回
〉
吋
O
回
OhvhvO〉

冨
〉
〉
印
刷
Z
O
ハ
冨
〉
h
r
o出
Zhv〉
ヒ

γ
ド
l
の
戦
の
神
間
骨
骨
仲
間

wa”
と
連
る
、
ス
カ
Y
ダ

O
伺
ω
出
O

〈O
同
MMO〉
γ
パ
ヘ
ラ
ク
レ
ス
と
連
る
、
聖
牛
ハ
ナ

γ
デ
ィ
〉
を
も
っ

『

O
刷
ω
国
O
l
Z〉
Z

J

〈
問
自
白
開
制
W
円

tuvggの
コ
イ

γ
は
こ
れ
ば
か
り

戸

O開
ω問
。
1
0宮
富
。
、

gロ
ω
や
U
J

パ
神
の
縛
ウ
マ

l
と
結
び
つ
く

銅
貨
の
み

銅
賞
の
み

00100001 01 。。01000 

.f 0 0 0 0 0 0 0 0 0 。
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間
関
〉
Z
U
O
l問
。
冨
〉
伺
O
ハ
宮
〉
〉
印
刷
Z
〉
）
｜
回
H
N〉
の
O
ハ
口
問
〉
Z
h
v
o
l同
o
g〉
M
V
O
l回
H
N
O門
O
）

シ
バ
神
の
子
、
シ
バ
神
の
力
の
一
表
現

印
国
〉
O
同
何
回
O
ハ司－

P
O
M
M
甲山
O
M
M
O〉
〈
o
Eの
神
、
金
属
の
神
：
：
：
一
番
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
神

田・

2
・冨ロ－
n
v
o
a
g
w
g
v
m
m
s
n
a
g
o同
吾
o
z
z
a
吾
＠
民

3
1
4
0司

問
。
窓
口
出

o
E
巴

M
E
g仲
間
。
〉
円
仲
良

wgVHWロ

冨－

g
x
o
Eロ
R
－
p
o
gの山
0
5
2
a
o
E協同
g
戸
当
2
5

。ロロロ同拘置

ω自
・
。
。
宮

ω
O剛

s
o
E
m
v
g
m
O吋肉『
g
骨三
olg

上
記
四
番
よ
り
「
表
」
を
作
っ
た
。

ハ
2
〉
同
。
8
ロ片山＠
E
前
掲
書
六
九
頁
ー
一

O
三
頁

ハ
3
〉
回
・

Z
・冨
gwvo
ユ00・ロ
ωロ
”
。
ロ
目
。
ロ
で
4
の
M

富
島

z
g
と
の
関
係
を
詳
述
し
て
い
る
。

（

5
〉

ZSω
宮町向

E
M
U－HR『
。
・
冨
ωo
が
ず
ば
ぬ
け
て
多
い
こ
と
の
統
計
は
紙
数
の
都
合
上
詳
述
出
来
な
か
っ
た
。
〈
回
・

z－
g
g
g
ユg
氏
の

g
g

g
－Z
ロ
を
参
照
〉
更
に
こ
の
四
つ
以
外
に

o
g
F。
も
多
い
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
改
め
て
書
き
た
い
。

。。

( 99 ) 

結

以
上
焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
コ
イ
ン
か
ら
神
話
考
古
学
等
手
を
ひ
ろ
げ
て
み
て
来
た
が
、
要
は
大
乗
仏
教
の
成
立
し
た
頃
の
思
想

史
的
基
盤
は
唯
単
に
釈
尊
の
仏
教
と
い
う
イ
ン
ド
の
伝
統
の
枠
を
外
れ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
西
ア
ジ
ヤ
、
特
に
ベ
ル
シ
ャ
の
思
想
史
的
影

響
は
見
逃
せ
な
い
程
大
き
い
こ
と
を
主
張
し
た
い
。
勿
も
ガ
ン
ダ

l
ラ
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ク
シ
ャ
ン
の
領
域
は
釈
尊
時
代
か
ら
ア

ケ
メ
ネ
ス
ペ
ル
シ
ャ
の
一
州
で
、
そ
の
兵
は
ギ
リ
シ
ャ
の
オ
リ

γ
ポ
ス
の
戦
に
ベ
ル
シ
ャ
軍
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
ろ
う
。
こ

れ
を
ア
シ
ョ
カ
王
が
一
時
追
い
返
し
た
が
、
す
ぐ
ア
レ
キ
サ

γ
ダ
l
の
侵
入
に
あ
い
、

セ
レ
ウ
コ
ス
王
朝
、
こ
れ
か
ら
独
立
し
た
イ

y
ド

グ
リ
ー
ク
の
パ
ク
ト
リ
ヤ
、
そ
し
て
ベ
ル
シ
ャ
系
の
サ
ヵ
・
パ
ル
タ
イ
を
経
て
ク
シ
ャ
ン
の
統
治
に
至
る
。
ほ
と
ん
ど
外
来
民
族
の
支
配

に
ま
か
さ
れ
て
来
た
所
で
あ
る
。
当
然
こ
れ
ら
か
ら
の
影
響
は
考
え
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
西
方
の
文
化
が
い
ろ
い
ろ
の

焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
〈
高
橋
〉



焔
扇
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
ハ
高
橋
〉

形
で
然
も
相
当
程
度
に
大
乗
仏
教
の
中
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私
は
考
え
る
。

・
「
双
神
変
」
は
こ
の
東
西
文
化
交
流
の
結
品
の
一
表

そ
の
一
つ
の
手
が
か
り
、
典
型
が
こ
の
焔
肩
仏
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
焔
肩
仏
」

現
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

(100) 


